
遍

昭

と
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教

木

内

央

歌
人
と
し
て
の
遍
昭
の
名
は
、
古
今
集
を
は
じ
め
、
平
安
時
代
の
歌

集
に
、
絢
燗
た
る
歌
風
を
伝
え
て
お
り
、
世
に
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
古
今
集
序
で
紀
貫
之
が
、
「僧
正
遍
昭
は
、
う
た

の
さ

ま
は
え
た

れ
ど
も
、
ま
こ
と
す
く
な
し
。
た
と
へ
ば
、
ゑ
に
か
け
る
を

う
な
を
み

て
、
い
た
づ
ら
に
心
を
う
こ
か
す
が
ご
と
し
」
と
評
し
、
さ

ら
に
、
近
代
短
歌
の
面
か
ら
も
、

か
な
ら
ず
し
も
高
い
評
価
が
与
え
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
日
本
歴
史
」
二

一
九
号

(昭
和
四
+
一
年
八
月
)
に
、
目
崎
徳
衛
氏

が
、
「
僧
侶

お
よ
び
歌
人
と
し
て
の
遍
照
」
と
題
す
る
論
文
を
発

表
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
で
目
崎
氏
は
、
「
か
く
て
遍
照
は
、
文
学

史

・
佛
教

史
の
双
方

に
お
い
て
あ
る
意
味
の
盲
点
に
な
つ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
」
と
し

て
、
遍
照
と
佛
教
、
遍
照
と
和
歌
の
二
項
を
立
て
て
、
標
記

(
1
)

の
研
究
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。
目
崎
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
当
面

の
問
題
で
あ
る
、
遍
昭
の
佛
教
史
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
た
し

か
に
、
同
氏
の
論
文
の
ほ
か
に
は
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
も
の
は
皆

無
に
近
い
状
態
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
こ
の
遍
昭
の
佛
教
史
上
の
、
天
台
教
団
史
上
の
、
さ
ら

(2
)

に
天
台
密
教
-
台
密
-
史
上
の
位
置
を
究
明
し
、

先
に
考
え
た
台
密
の

大
成
者
、
五
大
院
安
然
の
密
教
を
さ
ぐ
る
、
ひ
と

つ
の
手
が
か
り
を
見

出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

遍
昭
は
、
弘
仁
八
年

(八
一
七
)
中
納
言
良
零
安
世
の
子
と
し
て
生
ま

れ
、
宗
貞
と
名
の
つ
た
。
嘉
祥
二
年

(八
四
九
)
に
は
蔵
人
頭
に
ま
で
進

み
、
と
き
の
仁
明
天
皇
の
特
に
篤
い
寵
愛
を

一
身
に
う
け
て
い
た
が
、

天
皇
の
崩
御
に
遭
つ
て
出
家
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
父
で
あ
る
良
琴

安
世
は
、
傳
教
大
師
最
澄
畢
世
の
念
願

で
あ
つ
た
、
比
叡
山
の
大
乗
戒

壇
建
立
に
、
大
き
な
外
護
を
与
え
た
そ
の
ひ
と
で
あ
る
。
宗
貞
は
、
そ

の
由
縁
の
比
叡
山
に
登
り
、
遍
昭
と
名
を
あ
ら
た
め
て
、
ま
ず
、
斉
衡

二
年

(八
五
五
)
に
慈
覚
大
師
円
仁
に
就

い
て
受
戒
し
、
貞
観
六
年
(
八
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五
二

六
四
)
に
円
仁
の
死
に
遇
い
、
安
慧
、
智
証
大
師
円
珍
等
に
師
事
し
た
。

元
慶
元
年

(八
七
七
)
華
山
元
慶
寺
を
定
額
寺
に
加
え
し
め
、
三
人
の
年

分
度
者
を
奏
請
し
、
同
三
年
に
は
権
僧
正
と
し
て
僧
綱
に
列
な
つ
た
。

と
く
に
、

元
慶
寺
座
主
と
し
て
、
同
寺
の
運
営
に
敏
腕
を
振
い
、
僧
官

と
し
て
制
式
等
を
奏
し
た
り
、
縦
横
の
活
躍
が
は
じ
ま
る
。
仁
和
元
年

(八
八
五
)
、僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
年
に
は
封
戸
百
戸
を
賜
わ
り
、
螢

車
す
ら
許
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
寛
平
二
年

(八
九
〇
)
正
月
十
九
日
示
寂

す
る
こ
と
に
な
る
。

寛
平
入
道
親
王
真
寂
撰
の
慈
覚
大
師
伝
に
は
、
円
仁
入
滅
に
際
し
て

遺
誠
す
る
そ
の
冒
頭
に
、

遍
照
所
求
両
部
大
法
之
道
、
我
既
不
得
自
授
之
。
翼
、
従
付
法
阿
闇
梨
安

(
3
)

慧
、
稟
学
之
。

と
記
し
て
い
る
。

は
た
し
て
伝
文
が
、
遺
誠
そ
の
ま
ま
を
伝
え
て
い
る

か
ど
う
か
は
は
つ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
天
台
教
団
に
と
つ
て
の
恩
人

の
子
息
に
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
処
遇
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

慈
覚
大
師
伝
で
は
さ
ら
に
、
門
弟
を
列
ね
る
な
か
に
、

遍
昭
者
、
大
納
言
良
峯
朝
臣
安
世
第
八
子
、
左
近
衛
少
将
従
五
位
上
宗
貞
也
。

天
姿
温
雅
、
風
堕
都
閑
。
承
和
之
代
、
尤
被

寵
幸
。
天
皇
崩
後
、
落
飾
為

僧
、
時
世
高
之
。
太
政
大
臣
美
濃
公
、
付
属
大
師
。
貞
観
五
年
冬
、
於
大
師

辺
、
始
学
真
言
大
法
。
金
剛
界
壇
供
了
、
欲
授
真
言
之
間
、
遇
大
師
之
傾
逝
。

貞
観
六
年
正
月
十
三
日
別
遺
書
云
、
円
仁
錐
非
其
人
、
誓
在
伝
燈
。
袋
我
遍

照
大
徳
、
幸
有
稟
学
之
望
。
円
仁
不
勝
随
喜
之
誠
。
随
求
得
、
悉
欲
奉
伝
之
。

而
命
既
促
心
事
相
違
、
歎
息
之
至
、
筆
墨
何
究
。
伏
願
遍
照
大
徳
、
照
之
、

随
付
法
弟
子
安
慧
大
徳
辺
、
稟
学
両
部
大
法
、
助
伝
我
道
、
勿
令
墜
失
。
是

深
所
望
也
。
因
之
、
七
年
夏
於
安
慧
阿
闇
梨
、
受
学
三
部
大
法
。
所
謂
、
仁

(
4
)

和
之
代
、
華
山
僧
正
也
。

と
、
ふ
た
た
び
誌
す
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
遍
昭
が
円
仁
に
つ
い
て
真
言

法
を

習
い
は
じ
め
た

の

は
、
貞
観
五
年
の
冬

の
こ
と
で
あ
つ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

つ
た

く
間
も
な
く
円
仁
の
入
滅
が
お
と
ず
れ
た
わ
け
で
、
円
仁
か
ら
の
実
際

の
受
法
は
、
当
然
な
し
え
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

三

遍
昭
の
受
法
遍
歴
の
経
緯
を
語
る
も
の
と
し
て
、
も
つ
と
も
早

い
も

の
は
、
安
然
の
撰
に
か
か
る
胎
蔵
界
対
受
記
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
、
安

然
が

い
わ
ゆ
る
遍
昭
の
面
授
の
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
誌
す
と
こ
ろ
は
、

ま

つ
さ
き
に
参
看
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

胎
蔵
界
対
受
記
巻

一
の
は
じ
め
に
、

此
大
和
上

(権
僧
正
大
和
上
-
遍
昭
)
、元
従
慈
覚
大
師
受
之
。
草
創
未
畢

大
師
遷
化
、
因
依
夢
告
、
則
従
安
慧
和
上
、
受
得
首
尾
。
未
及
授
位
、
和
上

(5
)

帰
寂
。
後
従
円
珍
和
上
、
受
灌
頂
位
。

と
あ
る
。

こ
こ
に
、
三
つ
の
問
題
点
を
と
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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一
つ
は
、
円
仁
に
師
事
し
た
遍
昭
が
、
そ
の
遷
化
に
遇
い
、
「
夢
告
」

に
よ
つ
て
安
慧
に
従
く
こ
と
に
な
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
掲
慈

覚
大
師
伝

も
、
阿
娑
縛
抄
伝
法
灌
頂
日
記
上
も
、
円
仁
の
遺
言
に
よ
る

と
す
る
が
、
「夢
告
」
と
は
、
安
然
の
理
由
あ

つ
て
の
書
き
か
え
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。

二
つ
に
は
、
遍
昭
は
安
慧
か
ら

「
首
尾
」
を
受
得
し
た
が
、
職
位
は

い
ま
だ
授

か
ら
ぬ
ま
ま
に
、
安
慧
の
入
滅
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。慈
覚
大
師
伝
で
の
、
「
七
年
夏
於
安
慧
阿
闇
梨
、
受
学
三
蔀

大
法
」

が
そ
れ
で
あ
る
。
阿
娑
縛
抄
伝
法
灌
頂
日
記
上
に
は

遍
昭
授
安
然
台
金
印
信
云
、
遍
昭
縁
慈
覚
大
師
遺
教
、
就
安
慧
阿
闇
梨
辺
、

(
6
)

稟
学
此
胎
蔵
、
蘇
悉
地
大
喩
伽
巳
詑
。

と
記
す
。

こ
の
阿
娑
縛
抄
の
文
意
に
は
、
胎

・
蘇
と
の
み
列
ね
て
金
剛

界
を
欠
く
が
、
傍
証
を
他
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
所
引
の
印

信
が

「
遍
昭
授
安
然
台
金
印
信
」
で
あ
る
な
ら

ば
、
「金
」
あ
る

い
は

「
金
剛
」

の
字
が
欠
落
し
て
引
か
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
要
す
る
に
、
阿
闇
梨
職
位

の
公
験

こ
そ
得
な
か

つ
た

が
、
遍
昭
は
、
安
慧
よ
り
三
部
大
法
を
相
伝
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
安
然
の
手
に
な
る
胎
蔵
界
対
受
記
で
も
、
金
剛
界
対
受
記

で

も
、
蘇
悉
地
対
受
記
で
も
、
遍
昭
が
つ
ね
に

「慧
和
上
説
」
を
比
較
し

て
出
し
て
い
る
て
と
は
、

こ
の
一
事
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

四

第
三
の
問
題
は
、
遍
昭
が
円
珍
に
随

つ
て
法
を
受
け
た
と
い
う

一
件

で
あ
る
。

三
善
清
行
撰
の
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
に
は
、

(貞
観
)
十
五
年
依
官
符
、
以
三
部
大
法
、
伝
僧
正
法
印
大
和
尚
位
遍
照
阿

闇
梨
。
乃
於
延
暦
寺
総
持
院
灌
頂
道
揚
、
授
三
部
大
灌
頂
、
及
伝
悉
曇
丼
諸

(
7
)

尊
別
儀
等
。

と
記
さ
れ
、
阿
娑
縛
抄
の
明
匠
等
略
伝
、
伝
法
灌
頂
日
記
上
に
も
同
趣

旨
の
記
載
が
あ
る
。
と
く
に
伝
法
灌
頂
日
記
に
は
、

貞
観
十
五
年
九
月
八
日
、
台
灌
頂
、
得
仏

舗
購
。
同
九
日
、
金
灌
頂
、
得
仏

大
日8)
。

と
い
う
記
事
ま
で
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
敬
光
の
智
証
大
師
年
譜
に
は
、

(貞
観
)
十
五
年
癸
巳
…
…
九
月
九
日
、
於
総
持
院
付
三
種
悉
地
法
、
於
遍

昭
師
七
伝

自
無
畏
至
可
謂
授
霜

得(
9)
。

と
あ

つ
て
、
貞
観
十
五
年
九
月
九
日
の
円
珍
か
ら

の
受
法
を
、

三
種
悉

地
法
で
あ

つ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
現
在
、

い
く

つ
か
の
系
統
で
附
華

山
僧
上
印
信
な
る
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
、一

比
叡
山
延
暦
寺

大
毘
盧
遮
那
如
来
曼
茶
羅
所

上
品
悉
地

阿
鍍
艦
吟
欠

遍
昭
と
密
教

(
木

内
)
 

二
五
三
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四

(10
)

中
品
悉
地

阿
尾
羅
咋
欠

と
い
う
も

の
で
、
下
品
悉
地
以
後
は
虫
損
に
よ
つ
て
欠
い
て
い
る
。

こ

の
印
信
は
、
後
半
を
失
つ
て
授
受
の
次
第
等
も
明
確
で
は
な
い
が
、
ま

さ
し
く
、

か
の
最
澄
が
唐
越
州
の
順
暁
阿
闊
梨
か
ら
相
伝
し
た
、
三
種

悉
地
灌
頂

の
印
信
に
全
同
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
貞
観
十
五
年
九
月
九
日
の
時
点
に
、

一
説
に
は
三
部
大

法
、
他
説

に
は
三
種
悉
地
法
を
、
遍
昭
が
円
珍
か
ら
受
け
た
と
、
両
説

が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
古
来

か
な
ら
ず
し

(11
)

も
、

こ
の
両
説
を
勘
案
し
て
の
決
着
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

胎
蔵
界
対
受
記
巻
五
の
、
第
二
百
四
十

一
大
真
言
王
印
の
下
に
、
遍

昭
の
説
を
掲
げ
て
、
い
わ
ゆ
る
金
剛
字
句
真
言
な
る
も
の
を
出
す
が
、

そ
の
真
言
に
ち
な
ん
で
、

マ

マ

珍
和
上
説
、
大
師
伝
広
智
、
広
智
伝
徳
円
、
徳
円
伝
円
珍
、
珍
珍
伝
権
僧
正

大
和
上
。
大
和
上
常
疑
此
法
有
無
。
安
然
近
得
尊
勝
破
地
獄
法
中
、
有
此
等

マ

マ

(
12
)

三
種
悉
地
真
言
。
亦
稽
同
順
教
阿
闊
梨
説
。

と
記
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
時
日
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し

て
も
、
三
種
悉
地
法
を
円
珍
が
遍
昭
に
授
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
み
と

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
日
本
佛
教
全
書
智
証
大
師
全
集
所
収
、
余
芳
編
年
雑
集

の
な
か
に
、

貞
観
十
三
年
九
月
九
日
付
、
勅
下
伝
法
規
矩
牒

貞
観
十
五
年
正
月
十
五
日
付
、
請
阿
闇
梨
位
授
遍
照
之
欺
状

貞
観
十
五
年
二
月
十
四
日
付
、
請
授
真
言
阿
閣
梨
位
僧
事

貞
観
十
五
年
四
月
二
十
三
日
付
、
応
授
阿
遮
梨
位
遍
照
官
牒

(13
)

と
、

一
連
四
通
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
内
容
を
み
て
い
く

と
、
以
下

の
ご
と
く
で
あ
る
。

貞
観
十
三
年
九
月
九

日
付
文
書
は
、
い
わ
ゆ
る

「
貞
観
官
符
」
と
称

さ
れ
る
も
の
で
、
延
暦
寺

の
真
言
業
修
学
の
人
を
し
て
、
阿
閣
梨
職
位

に
推
挙
す
る
手
続
を
定
め
た
も

の
。

貞
観
十
五
年
正
月
十
五
日
付
文
書
は
、
円
珍
が
遍
昭
伝
持

の
密
教
を

考
査
し
て
、
そ
の
器
を
み
と
め
、

一
山
綱
位
の
も

の
が
連
署
し
て
こ
れ

を
証
し
、
寺
衙
に
対
し
進
め
た
、
阿
闇
梨
位
伝
授
資
格
認
定
書
と
も
い

う
べ
き
も

の
。

貞
観
十
五
年
二
月
十
四
日
付
文
書
は
、
遍
昭
に
阿
闇
梨
位
を
与
え
る

よ
う
請
求
す
る
も
の
。

貞
観
十
五
年
四
月
二
十
三
日
付
文
書
は
、
先
の
二
月
十
四
日
付
文
書

に
こ
た
え
て
、
太
政
官
よ
り
阿
閣
梨
位
を
授
け
る

と
し
た
官
符

で
あ

る
。と
に
か
く
、

こ
こ
で
、
遍
昭
に
対
し
て
は
、
貞
観
十
五
年
四
月
二
十

三
日
の
時
点
で
、
公
式
に
阿
闇
梨
位
が
認
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
う
ち
で
、
貞
観
十
五
年
正
月
十
五
日
付
の
、
欺
状
に
よ
る

と
、□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
遂
忽
値
鶴
林
、
□
□
□
遺
嘱
。
就
故
阿
闇
梨
□
□

□
□
□
□
胎
蔵
金
剛
界
蘇
悉
地
等
三
部
大
法
了
。
垂
授
師
位
、
又
□
□
□
。
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爾
後
於
円
珍
処
、
聴
習
三
部
大
教
王
経
。
略
窺
器
量
、
可
堪
伝
教
。
須
准
官

牒
旨
、
諸
阿
闇
梨
同
屈

一
処
、
覆
審
試
□
方
進
止
之
。
而
為
省
煩
、
始
従
去

年
十

一
月
十

一
日
、
至
十
三
日
、
円
珍
□
覆
試
。
先
所
習
一
匝
已
畢
。
抑
与

円
珍
所
受
大
同
小
異
、
伍
随
分
指
授
之
。
又
悉
曇
字
母
等
、
井
以
匪
解
。
愛

年
近
六
春
、
心
行
已
熟
、
志
期
大
覚
、
修
持
堅
固
。
羨
先
達
諸
阿
闇
梨
、
幸

□
許
可
、
同
批
状
末
、
応
授
阿
闇
梨
位
、
状
准
例
、
聴
聞
奏
。
謹
牒

と
あ
り
、

遍
昭
が
、
安
慧
よ
り
三
部
大
法
を
学
び
、
円
珍
か
ら

「
三
部

大
教
王
経
」
を
習
つ
て
、
貞
観
十
三
年
九
月
九
日
付
貞
観
官
符
の
趣
旨

に
そ
つ
て
、
阿
闇
梨
位
資
格
試
験
を
す

べ
き
と
こ
ろ
、
便
宜

上
円
珍

が
、
貞
観
十
四
年
十

一
月
十

一
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
、
考
査
を

行
い
、
そ

の
所
伝

の
円
珍
の
所
受
と
大
同
小
異

で
あ
る
こ
と
を

み
と

め
、
問
題

の
あ
る
と
こ
ろ
だ
け
を
指
導
し
、
悉
曇
字
母
等
も
授
け
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
貞
観
十
五
年
二
月
十
四
日
付
請
状
で
は

就
円
珍
辺
、
聴
釆
大
砒
盧
遮
那
、
金
剛
頂
、
蘇
悉
地
、
三
本
経
文
、
兼
再
受

先
於
故
阿
闇
梨
安
慧
所
、
稟
胎
蔵
金
剛
界
蘇
悉
地
等
三
部
大
法
、
更
通
大
日

如
来
三
種
悉
地
法
了
。
悉
曇
字
母
、
書
読
匪
癬
。

と
誌
さ
れ
、
こ
れ
に
こ
た
え
た
四
月
二
十
三
日
付
官
符
は
、
そ
の
ま
ま

請
状
の
文
を
引
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
遍
昭
は
、

一

安
慧

か
ら
は
、
胎

・
金

・
蘇
三
部
の
大
法
を
受
け
た
。

二

円
珍

か
ら
は
、
大
日
経
、

金
剛
頂
経
、
蘇
悉
地
経
の
経
文
を
授
け

ら
れ
た
。

日

そ
し
て
、
円
珍
は
、
安
慧
よ
り
伝
え
た
三
部
大
法
を
考
査
し
た
。

と
い
う
諸
点
で
共
通
し
て
い
る
。

胎
蔵
界
対
受
記
巻

一
に
、

円
珍
和
上
准
式
、
複
授
前
来
所
学
。
使
大
和
上
自
読
真
言
、
及
作
印
相
。
則

珍
和
上
一
一
断
之
。
然
慈
覚
大
師
於
法
全
義
真
全
雅
元
偏
元
政
海
雲
宗
叡
宝

月
八
阿
闇
梨
広
学
奥
義
、
故
所
伝
中
多
有
異
説
。
今
珍
和
上
唯
受
法
全
和

上
、
故
有
単
説
、
自
無
異
説
。
是
以
複
検
我
大
和
上
所
学
之
日
、
多
随
省
略
、

(14
)

動
言
不
用
、
又
印
信
中
云
大
同
小
異
也
。

と
あ
る
の
は
、
前
掲
貞
観
十
五
年
正
月
十
五
日
付
欺
状
に
い
う
、
前
年

の
十
,一
月
に
行
わ
れ
た
、
円
珍
に
よ
る
考
査
の
あ
り
さ
ま
を
示
す
も
の

に
ち
が
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
前
に
徴
し
た
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍

伝
の
い
う
貞
観
十
五
年

の
灌
頂
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
実
体
に
不
明
な

と
こ
ろ
が
多
く
、
さ
ら
に
阿
娑
縛
抄
伝
法
灌
頂
日
記
上
の
、
九
月
八
日

に
胎
蔵
界
、
翌
九
日
に
金
剛
界
を
受
け
た
と
す
る
記
述
や
、
同
じ
く
そ

こ
に
い
う
。

延
暦
寺
座
主
内
供
奉
法
眼
和
尚
位
円
珍
阿
閣
梨
、
と
と
と
依
去
貞
観
十
五
年

四
月
廿
三
日
、勅
牒
旨
、
同
年
九
月
九
日
於
延
暦
寺
惣
持
院
鎮
国
灌
頂
道
場
、

(15
)

以
此
法
伝
授
遍
昭
。

と
い
う
記
事
は
、
貞
観
十
五
年
正
月
十
五
日
の
段
階
で
、
す
べ
て
の
考

査
を
終
了
し
て
、
円
珍
の
責
任
に
お
い
て
阿
閣
梨

位

の
資
格
を
認
定

し
、
二
月
十
四
日
に
、
阿
閣
梨
位
を
請
い
、
そ
の
四
月
二
十
三
日
付
官

遍
昭
と
密
教

(
木

内
)
 

二
五
五
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遍
昭
と
密
教

(木

内
)
 

二
五
六

符
で
阿
闇
梨
位
を
認
め
た
こ
と
と
、
と
も
す
る
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な

り
か
ね
な

い
。

貞
観
十
五
年
九
月
九
日
に
、
遍
昭
が
円
珍
か
ら
灌
頂
を
受
け
、
し
か

も
、
そ
こ

で
阿
闇
梨
職
位
を
与
え
ら
れ
た
と
す
る
第

一
資
料
は
、
ま
つ

(
16
)

た
く
見
出
せ
な
い
。
た
ゞ
、
阿
娑
縛
抄
の
い
う
同
日
の
伝
法

が
、
「
延

暦
寺
総
持
院
鎮
国
灌
頂
道
場
」
で
行
わ
れ
た
と
す
る
記
事
か
ら
は
、
か

の
最
澄
が
順
暁
か
ら
与
え
ら
れ
た
印
信

に
出
る
、
順
暁

の
呼
称
中

の

「
泰
嶽
霊
巌
寺
鎮
国
道
場
」
の
語
を
想
起
す
る
の
で
あ
る
。
先
掲
の
附

華
山
僧
上
印
信
と
勘
え
あ
わ
す
と
き
に
、
胎
蔵
界
対
受
記
巻
五
に

い

う
、
三
種
悉
地
法
を
遍
昭
は
円
珍
か
ら
受
け
た
と
い
う
記
載
の
裏
づ
け

を
も
つ
て
、
敬
光
が
智
証
大
師
年
譜
に
お
い
て
い
み
じ
く
も
記
す
よ
う

に
、
こ
の
貞
観
十
五
年
九
月
九
日
の
伝

法
は
、
そ
の
実
質

的
内
容

は

三
種
悉
地
法
で
あ
り
、
遍
昭
は
円
珍
か
ら
内
容
的
に
三
部
大
法
を
通
じ

て
受
法
し
た
も
の
で
は
な
く
、

安
慧
よ
り
受
け
た
と

こ
ろ
を
点
検
さ

れ
、
多
少

の
異
同

の
み
を
指
摘
さ
れ
た
の
が
実
際
で
あ
つ
た
と
い
え
よ

う
。
か
つ
ま
た
、
こ
の
九
月
九
日
の
灌
頂
が
、

い
わ
ゆ
る
阿
闇
梨
職
位

を
授
与
す

る
場
と
し
て
設
営
さ
れ
た
と
も
み
ら
れ
う
る
が
、
断
言
す
る

材
料
は
な

い
。

遍
昭
の
密
教

の
要
素
を
も
と
め
て
、
以
上
概
観

し
た
わ
け

で
あ
る

(17
)

が
、
先
の
機
会
に
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
遍
昭
の
密
教

の
性
格
こ
そ

実
に
台
密

の
大
成
者
で
あ
る
五
大
院
安
然
の
そ
れ
を
規
定
し
て
い
く
と

こ
ろ
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。

1
 

日
本
歴
史

一
二

九
号

昭
和
四
十

一
年

八
月

二
六
頁
以
下
。

2
 
拙
考

「
五
大
院
安
然
尊
者

と
密
教
」
印
度
学
佛
教
学
研
究

二
〇
-

二

昭
和

四
十
七
年
三
月
、

二
六
〇
頁

以
下
。

3
 
叡
岳
四
大
師
伝
本

一
七

丁
左
。

4
 

同
右

一
八
丁
左
-

一
九
丁
右
。

5
 

日
本
大
蔵
経

天
台
宗
密
教
章
疏

二
-

三
七
三
頁
。

6
 
大

日
本
佛
教
全
書
本

七
-

四
九

八
頁
。

7
 
智
証
大
師
全
集

下
-

一
三
七

二
頁
。

8

6
参
照
。

9
 

智
証
大
師
全
集

下
-

一
三
九

一
頁
。

1
0
 智
証
大
師
全
集

下

余
芳
編
年
雑
集

一
三
二
七
頁
。

他
に
天
台
霞

標
初
篇
之
二

大

日
本
佛
教
全
書
本

一
-
五
七
頁
に
も
出

る
。

11
 
清
水
谷
恭
順
博
士
著

「
天
台
密
教

の
成
立
に
関

す
る
研
究
」
昭
和
四
十

七
年

一
九

三
頁
に

は
、

こ
の
と
き

の
灌
頂

の
内
容
を
、
三
種
悉
地
法
と

し

て
お
ら
れ
る
。

12
 
日
本
大
蔵
経

天
台
宗
密
教
章
疏
二
-

四
六
八
頁
。

13
 
智
証
大
師
全
集

下
-

一
三
二
五
-

一三

七
頁
。

14
 
5
参
照
。

15
 
6
参
照
。

16
 

目
崎
氏

は
前
掲
論
文

(
1
参
照
)

で
、
阿
娑
縛
抄
、

園
城
寺
文
書

(
13

参
照
)

に
よ
り
、

貞
観
十

五
年

九
月
に
遍
昭
は
円
珍

か
ら
伝
法
阿
闇
梨
位

を
授
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

ま
た
、

所
功
氏
は

「
『
円
珍

和

尚

伝
』

の
素

材

と
構
成
」
仏
教
史
学

一
四
-

三
で
、

円
珍
伝

の
記
述

(
7
参
照
)
を

四

月

二
十
三
日
付
官
符

に
よ
る
と
す
る
が
、
と
も
に
検
討

の
余
地
が
あ
ろ
う
。

17

2
参
照
。
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